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ちびっこ・ジュニアトライアスロン教室の歴史について

社団法人日本トライアスロン連合では、水泳・自転車・ランニングの3種目をバランスよく組み合わせたスポーツである「トライアスロン」に1人でも多くの子

 
供たちに体験してもらうべく、これまで10年間にわたり全国で教室を開催し、「トライアスロン」に興味ある小中学生を取り込み、未来のトライアスリート育

 
成にチャレンジしています。

開催年

 

会場数

 

のべ参加人数
2001年

 

35か所

 

約1500人
2002年

 

20か所

 

約1200人
2003年

 

19か所

 

約1500人
2004年

 

10か所

 

約1200人
2005年

 

10か所

 

約800人
2006年

 

10か所

 

約800人
2007年

 

10か所

 

約600人
2008年

 

10か所

 

約900人
（2008年まではキョーリン様の特別協賛の元、本イベントを開催）

2009年

 

6か所

 

400人

2008年/2009年は、昨年横浜山下公園前会場で行なわ

 
れた「世界トライアスロン選手権・横浜大会」の関連イベント

 
として、横浜市ともに市内の小中学生を対象とした「トライア

 
スロンキャラバン」を実施し、市内小中学生対象に合計7回、

 
のべ約600名近い参加者がトライアスロンを経験しました。

10年間にわたる教室参加者総数：9600人
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